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Collection of Conduct Books for Girls and Boys in 19th 

































































2009 年 度 の 取 組 と し て A Collection of Conduct 
Books for Girls and Boys in 19th Century America（ア
メリカ 19 世紀の少女・少年のためのコンダクト・
ブ ッ ク ） の 分 析、Songs and Tales for Children: A 
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るセリフは、原作では ”I wish you were all mine!” で
あるが、日本語訳は「これからさき、いつもいっしょ
に　いられますように」という願いともなっている。
ここに示されているのは、アメリカの文化が想定す
る結婚の意味と、日本語表現の前提の差異であろう。
直訳すれば「きみをすべて自分のものにしたい」「そ
れならば私はあなたのものになる」という英語表現を、
「いっしょにいましょう」という約束に、文字通り「翻
訳」しているのである。
英語で書かれた子どもの読み物を分析することに
よって、その社会に内在するジェンダー規範をあぶり
だすこと、それがフェミニズムの言説のなかで批判さ
れる社会システムとどのような関わりがあるのかを考
察すること、また、英語文化圏の子どもに向けたこと
ばが日本語に翻訳されるとき、どのような文化的意味
変化を伴うのかをみていくこと、この 3 点を中心に
今後も研究を続けていきたいと考えている。
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